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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明雰囲気に関連付けられている音を自動的に生成するシステムであって、
－　照明雰囲気を受け取り、受け取られた前記照明雰囲気を前記照明雰囲気に含まれる１
つ以上の優勢な色に関して分析し、前記１つ以上の優勢な色に関連付けられているテーマ
を決定し、決定された前記テーマに基づいて音データベースから音を選択し、選択された
前記音に基づいて音制御信号を出力する雰囲気分析手段と、
－　前記雰囲気分析手段から出力された前記音制御信号を受け取り、受け取られた前記音
制御信号を処理し、この処理に基づいて音を生成し、前記音を音信号として出力する音生
成手段と、
を有するシステムであって、
　前記照明雰囲気を受け取るために、照明システムとの有線又は無線インターフェースと
、照明システムによって照明雰囲気を準備するための制御信号を受け取るリモコン信号イ
ンターフェースと、ネットワーク上の照明雰囲気を受け取るネットワークインターフェー
スと、前記システムとコンピュータインターフェースを通じて接続されているデータ記憶
装置から照明雰囲気を受け取るシリアル及び／又はパラレルコンピュータインタフェース
とのうちの１つ以上のインターフェースを更に有する、システム。
【請求項２】
　前記音データベースは、色又は色範囲に関連付けられているタグを有するデジタルサウ
ンドファイルを含んでいる記憶装置であり、或る色又は色範囲に関連付けられている音を
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検索する及び選択するのを可能にする、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　各々或る色を有する光を生成する幾つかの光ユニットと、
　雰囲気制御信号受取りユニットと、
　前記雰囲気制御信号受取りユニットによって受け取られた制御信号に基づいて、前記光
ユニットによって照明雰囲気を生成する雰囲気生成ユニットと、
　前記照明雰囲気が前記光ユニットによって生成される、請求項１又は２に記載の前記照
明雰囲気に関連付けられている音を自動的に生成するシステムと、
を有する照明雰囲気を生成するランプ。
【請求項４】
　前記音信号を出力する音声システムに対する１つ以上のスピーカ及び／又はインターフ
ェースを含んでいる音声ユニットを更に有することを特徴とする請求項３に記載のランプ
。
【請求項５】
　照明雰囲気に関連付けられている音を自動的に生成する方法であって、
－　照明雰囲気を受け取り、受け取られた前記照明雰囲気を前記照明雰囲気に含まれる１
つ以上の優勢な色に関して分析し、前記１つ以上の優勢な色に関連付けられているテーマ
を決定し、決定された前記テーマに基づいて音データベースから音を選択し、選択された
前記音に基づいて音制御信号を出力するステップと、
－　出力された音制御信号を受け取り、処理するステップと、
－　この処理に基づいて音を生成するステップと、
－　前記音を音信号として出力するステップと、
を有する方法であって、
　前記照明雰囲気を受け取るステップは、照明システムとの有線又は無線インターフェー
スと、照明システムによって照明雰囲気を準備するための制御信号を受け取るリモコン信
号インターフェースと、ネットワーク上の照明雰囲気を受け取るネットワークインターフ
ェースと、前記システムとコンピュータインターフェースを通じて接続されているデータ
記憶装置から照明雰囲気を受け取るシリアル及び／又はパラレルコンピュータインタフェ
ースとのうちの１つ以上のインターフェースを使用する、
方法。
【請求項６】
　コンピュータによって実行された場合に請求項５に記載の方法を実行するのを可能にさ
れているコンピュータプログラム。
【請求項７】
　請求項６に記載のコンピュータプログラムを記憶している記録担体。
【請求項８】
　請求項５に記載の方法を実施するようにプログラミングされているコンピュータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明システムによって生成される照明雰囲気に関連付けられている音の自動
的な生成に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近代の照明システムは、例えば、有色照明のような、異なる種類の照明を利用すること
によって或る照明雰囲気を生成するのを可能にしている。このような照明システムの例は
、本出願人の新規なＬｉｖｉｎｇＣｏｌｏｒｓ（登録商標）ランプである。このランプに
よって、ユーザがリモコンユニットによって所望の色の照明雰囲気を快適に生成すること
を可能にしており、前記リモコンユニットは、生成されるべき或る色の照明雰囲気を快適
に容易に選択するためのカラーホイールを有している。前記ランプは、電子ユニットによ
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って制御される赤、緑及び青色ＬＥＤ（発光ダイオード）を有しており、前記電子ユニッ
トは、ユーザ選択された照明の色が、異なる色の前記ＬＥＤによって生成されることがで
きるように、リモコン無線信号を受け取り、受け取られた信号を前記ＬＥＤに対する制御
信号に変換する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　米国特許第２００７／０００８７１１ Ａ１号は、色‐音楽ファイルを記憶する色‐音
楽ファイル記憶装置と、色‐音楽データを音楽信号及び色信号に分離するように前記色‐
音楽ファイル記憶装置内に記憶される前記色‐音楽データを制御すると共に、分離された
音楽信号及び色信号を生成する出力制御ユニットとを含んでいる多機能照明及び音声装置
を開示している。照明ユニットは、前記出力制御ユニットによって入力される色‐照明制
御信号に基づいて色‐照明を生成し、音声ユニットは、前記出力制御ユニットによって入
力される音楽制御信号に基づいて音楽を生成する。従って、適切な音楽と一緒に或る照明
雰囲気を生成することが可能である。しかしながら、この装置は、音楽を伴う前記照明雰
囲気を処理する及び生成するための特別な色‐音楽ファイルを必要とする。
【０００４】
　本発明の目的は、ユーザが、適切な音を伴う或る照明雰囲気を快適に生成することを可
能にする新規なシステム及び方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この目的は、添付の独立請求項によって解決される。更なる実施例は、添付の従属請求
項によって示される。
【０００６】
　本発明の基本的な思想は、照明システムによって生成される有色の照明雰囲気のような
、照明雰囲気に関連付けられている音を自動的に生成することにある。従って、環境（例
えば、家庭、小売店又は接待の環境）における雰囲気は、或る照明雰囲気のみによってで
はなく、前記環境の前記照明雰囲気に関連づけられている音を自動的に生成することによ
っても影響を受け得る。有色照明に加えて、音は重要な雰囲気の供給源であることが知ら
れている。特に、照明及び音のコヒーレントな組合せは、室内の雰囲気に強く影響を与え
得る。上述された既知の解決案とは対照的に、本発明は、特別な色音楽ファイルを必要と
せずに、照明設備及び音声再生装置の両方を組み合わせるのを可能にするものであり、こ
れは、いままで、特に消費者領域において、互いの状態を知らない別個のシステムとして
実施化されていたものである。本発明は、例えば、本出願人の新規なＬｉｖｉｎｇＣｏｌ
ｏｒｓ（登録商標）ランプ内に組み込まれることができ、この場合、ユーザが適切な音（
音景（soundscape））を伴う照明雰囲気を準備することを可能にすることができる。本発
明は、更に、環境における所望の雰囲気の快適で簡単な生成を支持する。
【０００７】
　本発明との関連において、音の生成とは、例えば、音の人工的な生成に限定されるもの
ではなく、既存の音又は、例えば、音に関するウェブサービス又はサウンドファイルを有
するデータベースから提供された音の再生に限定されるものでもない。例えば、音の生成
とは、異なる音楽ファイルが記憶されているデータベースから適切な音楽を読み込むこと
を意味していても良い。更に、この発明との関連において、「音」なる語は、如何なる種
類の音（例えば、ポップ、ロック又はクラシック音楽のような音楽、激しく流れる水の音
のようなノイズ、鳥の鳴声、電子的な音楽のような人工的に生成された音）も含むもので
あり、コンピュータプログラムによって自動的に生成されても良く、又は異なる種類の音
の混合であっても良い。更に、音とは、本発明との関連において、音景も含む。
【０００８】
　本発明の実施例は、照明雰囲気に関連付けられている音を自動的に生成するシステムで
あって、
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－　照明雰囲気を受け取り、受け取られた照明雰囲気を分析し、この分析に基づいて音制
御信号を出力する雰囲気分析手段と、
－　出力された前記音制御信号を前記雰囲気分析手段から受け取り、受け取られた前記音
制御信号を処理し、この処理に基づいて音を生成し、前記音を音信号として出力する音生
成手段と、
を有する。
【０００９】
　このシステムは、スタンドアローンユニットとして実施されても良く、前記音信号によ
って伝送される前記音を再生する音声設備に接続されていても良い。前記音信号は、デジ
タル及び／又はアナログ信号として出力されても良い。このシステムは、更に、照明シス
テム又は音声システムに組み込まれても良い。
【００１０】
　本発明の更なる実施例によれば、前記雰囲気分析手段は、更に、前記受け取られた照明
雰囲気を前記照明雰囲気内に含まれる１つ以上の優勢な色に関して分析し、前記１つ以上
の優勢な色に基づいて前記音制御信号を生成しても良い。
【００１１】
　優勢な色に関するこの分析は、例えば、赤／ポップ音楽、青色／ロック音楽、緑／クラ
シック音楽等のような、色‐音分類の関連性を含んでいる関連性テーブルによって前記音
信号を生成するのに有利であり得る。これらの関連性は、本発明の他の実施例において、
例えば、当該システムの前記雰囲気分析手段を快適にプログラミングするためのプログラ
ムを実行するパーソナルコンピュータにより、ユーザによって調整可能なものであっても
良い。従って、ユーザは、非常に快適に、どの音がどの色と共に演奏されるべきであるか
という自身の好みを準備することもできる。
【００１２】
　前記雰囲気分析手段は、本発明の他の実施例において、１つ以上の前記優勢な色と関連
付けられているテーマを決定して、決定された前記テーマに基づいて前記音制御信号を出
力しても良い。例えば、青色光が照明雰囲気において優勢である場合、結果として、海の
音の生成をもたらすことができ、緑の優勢な色は、森林の音の生成をもたらすことができ
、オレンジの優勢な色は、暖炉の音をもたらすことができ、白い優勢な色は、天国の音を
生成するように処理されることもできる等である。このことは、或る照明雰囲気に合うと
共に通常大部分のユーザによって或る色に関連付けられる音を、前記システムが自動的に
選択するので、ユーザによる前記システムの使用法を更に単純化する。
【００１３】
　前記雰囲気分析手段は、更に、本発明の実施例において、１つ以上の優勢な色又は決定
されたテーマに基づいて音データベースから音を選択し、選択された前記音に基づいて前
記音制御信号を生成しても良い。
【００１４】
　このことによって、ユーザが自身の好きな音を前記音データベースに記憶するのを可能
にし、この結果、前記システムは、ユーザの好きな音を前記データベースから自動的に選
択することができる。
【００１５】
　本発明の更なる実施例によれば、前記音生成手段は、前記雰囲気分析手段から受け取ら
れた前記音制御信号の処理に基づいて音データベースから音を読み込み、読み込まれた前
記音を音信号として出力しても良い。
【００１６】
　例えば、前記音制御信号は、或る音楽の傾向を知らせても良く、この場合、前記音生成
手段は（例えば、ウェブサービスからのインターネットの上の）前記音データベースから
適切な音を読み込んでも良い。
【００１７】
　前記音データベースは、本発明の実施例において、色又は色範囲に関連付けられている
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タグを有するサウンドファイルを含んでいる記憶装置であっても良く、このことは、或る
色又は色範囲に関連付けられている音を検索する及び選択するのを可能にする。
【００１８】
　例えば、このデジタルサウンドファイルは、ＭＰ３（MPEG 1 Audio Layer 3）、ＷＭＡ
（Windows Media Audio）、Ｏｇｇ Ｖｏｒｂｉｓ等のような、形式において記憶されるこ
とができる。色又は色範囲に関して音の検索及び選択を快適にするために、これらのデジ
タルサウンドファイルは、前記音に合う前記色に又は色範囲関連付けられているタグを有
しても良く、例えば、ロックの曲は、青色を有するタグを含み得て、ラブソングは、赤色
を有するタグを含み得る。
【００１９】
　前記音データベースは、例えば、ユーザの好みの音又はユーザの個人的な音を含んでい
るデータベースであり得る。例えば、ユーザは、自身の好きな曲をハードディスク上のデ
ータベースに記憶することもできる。
【００２０】
　前記システムは、本発明の実施例において、照明雰囲気を受け取るために、照明システ
ムとの有線又は無線インターフェース、照明システムによって照明雰囲気を準備するため
の制御信号を受け取るリモコン信号インターフェース、ネットワーク上で照明雰囲気を受
け取るネットワークインターフェース、及び当該システムとコンピュータインターフェー
ス上で接続されているデータ記憶装置から照明雰囲気を受け取るシリアル及び／又はパラ
レルコンピュータインタフェースの１つ以上を更に有し得る。
【００２１】
　前記照明雰囲気は、例えば、所望の照明雰囲気を生成するように光ユニットを設定する
ための命令を含む制御信号の形態において提供されることができる。照明雰囲気の抽象的
な記述は、照明雰囲気を自動的に生成する近代の照明システムによって処理されることも
できるので、例えば、ＸＭＬにおいて、提供することも可能である。このような抽象的な
記述は、照明システムの具体的な実施化から独立しているが、所望の照明色の記述を含ん
でおり、この場合、適切な音を生成する前記システムによって処理されることができる。
【００２２】
　本発明の更なる実施例によれば、前記音生成手段は、更に、前記雰囲気分析手段から出
力された音制御信号を受け取り、受け取られた前記音制御信号を処理し、この処理に基づ
いて音を生成し、前記音を音信号として出力しても良い。
【００２３】
　本発明は、更なる実施例において、照明雰囲気を生成するランプであって、
－　各々或る色を有する光を生成する幾つかの光ユニットと、
－　雰囲気制御信号受取りユニットと、
－　この制御信号受取りユニットによって受け取られた制御信号に基づいて、前記光ユニ
ットによる照明雰囲気を生成する雰囲気生成ユニットと、
－　本発明による上述したような前記光ユニットによって生成される照明雰囲気に関連付
けられている音を自動的に生成するシステムと、
を有するランプを提供する。
【００２４】
　前記ランプは、例えば、生成された前記照明雰囲気に合う音を自動的に生成する更なる
機能を有する本出願人のＬｉｖｉｎｇＣｏｌｏｒｓ（登録商標）ランプであっても良い。
【００２５】
　本発明の他の実施例によれば、前記ランプは、前記音信号を出力する音声システムに対
して１つ以上のスピーカ及び／又はインターフェースを含んでいる音声ユニットを有して
いても良い。
【００２６】
　従って、前記ランプは、外付けの音声設備を有することなく音を生成することができ、
又は音声設備（例えば、ハイファイシステム）に接続されていても良い。
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【００２７】
　本発明の他の実施例は、照明雰囲気に関連付けられている音を自動的に生成する方法で
あって、
－　照明雰囲気を受け取り、分析するステップと、
－　この分析に基づいて音制御信号を出力するステップと、
－　出力された前記音制御信号を受け取り、処理するステップと、
－　前記処理に基づいて音を生成するステップと、
－　音信号として前記音を出力するステップと、
を有する方法に関する。
【００２８】
　本発明の他の実施例によれば、コンピュータによって実行された場合に本発明による上
述の方法を実行するのを可能にされているコンピュータプログラムが、提供されることが
できる。
【００２９】
　本発明の更なる実施例によれば、本発明によるコンピュータプログラムを記憶している
記録担体（例えば、ＣＤ―ＲＯＭ、ＤＶＤ、メモリカード、ディスケット又は電子的なア
クセスのために前記コンピュータプログラムを記憶するのに適している類似のデータ担体
）が提供されることができる。
【００３０】
　最後に、本発明の実施例は、本発明による方法を実施するようにプログラムされている
コンピュータを提供する。
【００３１】
　本発明のこれら及び他の見地は、以下に記載される実施例を参照して、明らかになり、
説明されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明による照明雰囲気に関連付けられている音を自動的に生成するシステムの
実施例のブロック図を示している。
【図２】本発明による照明雰囲気に関連付けられている音を自動的に生成する方法の実施
例のフローチャートを示している。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　本発明は、以下の例示的な実施例を参照して更に詳細に記載される。しかしながら、本
発明は、これらの例示的な実施例に限定されるものではない。
【００３４】
　以下において、機能的に類似又は同一の要素は、同一の符号を有し得る。更に、「音」
及び「音景」なる語は、以下の記載にいて同義的に使用されている。
【００３５】
　図１は、照明雰囲気に関連付けられている音を自動的に生成するシステム１０を示して
いる。このシステム１０は、雰囲気分析手段１２（受け取られた照明雰囲気を分析し、こ
の分析に基づいて音制御信号を出力する処理手段によって実現されている）と、音生成手
段１４（雰囲気分析手段１２から出力された前記音制御信号を受け取り、受け取られた前
記音制御信号を処理し、この処理に基づいて音を生成し、前記音を音信号として出力する
処理手段によって実現されている）とを有する。
【００３６】
　前記システムは、更に、以下のインターフェースを有する：
  １．照明システム２０との有線又は無線接続のためのインターフェース１８（例えば、
ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）及び／又はＷＬＡＮ（ワイヤレスローカルエリアネットワーク
無線通信モジュール）。
  ２．本出願人のＬｉｖｉｎｇＣｏｌｏｒｓ（登録商標）ランプのような、照明システム
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２８の無線リモコン３６から制御信号を受け取るように設けられている、リモコン信号イ
ンターフェース２２。
  ３．システム１０を、ＬＡＮ３２に、又はモデム若しくはルータを介して、インターネ
ットのような、ＷＡＮ（ワイドエリアネットワーク）に接続するための、ＬＡＮ又はＷＡ
Ｎ通信モジュールのような、ネットワークインターフェース３０。
  ４．ハードディスク１６、メモリスティック、フラッシュディスクのような、コンピュ
ータ周辺機器をシステム１０に接続するのを可能にするシリアル及び／又はパラレルコン
ピュータインタフェース３４。
【００３７】
　これらのインターフェースは、以下で詳細に記載されるように、システム１０を様々な
外部システム及び装置に接続し、接続された前記システム又は装置と通信するのを可能に
する。
【００３８】
　更に、システム１０は、音声システム３８（例えば、ハイファイシステム）に接続され
ており、音声システム３８は、音生成手段１４によって生成され音信号として出力される
前記音を再生するスピーカ４０に接続されている。音声システム３８及びスピーカ４０は
、システム１０の一部であっても良く、即ちシステム１０の全ての他の要素と一緒に１つ
の装置内に組み込まれていても良い。
【００３９】
　更に、システム１０は、ＬｉｖｉｎｇＣｏｌｏｒｓ（登録商標）ランプのような、照明
システム２８内に組み込まれることもできる。
【００４０】
　システム１０の雰囲気分析手段１２は、以下の異なる供給源から照明雰囲気を受け取る
：
  １．有線接続か又は無線接続かの何れかにおけるインターフェース１８上の照明システ
ム２０から。
  ２．無線信号２４の形態においてインターフェース２２上のＬｉｖｉｎｇＣｏｌｏｒｓ
（登録商標）ランプのような、照明システム２８の遠隔無線制御３６から。
  ３．インターフェース３０上のネットワーク３２から（例えば、ウェブサーバ上の照明
雰囲気を提供しているウェブサービスから）。
  ４．インターフェース１８上の他の装置又はシステム２１から。例えば、ボックス２１
は、照明の色を制御するように色が実際の対象から測定される色センサベースの相互作用
的な解決策であっても良い。更に進んだシステムにおいて、ボックス２１は、照明システ
ム２０又は２８のランプを制御するための検出器又はカメラであっても良く、この結果、
ピクチャ又は場面のメインの色が前記ランプによってコピーされ、前記場面は、人工的に
か又はデータベースからかの何れかにおいて、適切な音が生成されるような仕方で、分析
され分類されることができる。
　雰囲気分析手段１２は、この雰囲気に含まれている優勢な色（範囲）に関して、受け取
られた前記照明雰囲気を分析し、前記照明雰囲気を分類しても良い。分析された優勢な色
及び／又は分類に基づいて、雰囲気分析手段１２は、音生成手段１４に対して、前記優勢
な色及び／又は分類と関連付けられている制御信号を出力する。例えば、前記制御信号は
、単に、赤、青、緑、オレンジ、黄及び茶色等のような、前記照明雰囲気の優勢な色を含
んでいても良く、例えば、オレンジから黄色のような、色範囲を含んでいても良く、又は
日光、日の出、日没、秋、冬の雰囲気のような、分類を含んでいても良い。
【００４１】
　雰囲気分析手段１２は、照明力学（lighting dynamics）が付加されることができるよ
うに更に適応化されても良く、前記色に関連付けられているテーマと整合し、例えば、青
色（海）は、波のように見える動的な効果を生成することができるのに対し、オレンジ色
（暖炉）は、炎をシミュレーションする効果を生成する。
【００４２】
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　音生成手段１４は、雰囲気分析手段１２から音制御信号を受け取り、受け取られた制御
信号に基づく音の生成を制御する。例えば、音生成手段１４は、人工的に、又は予め記憶
されておりストリーミングされる若しくはダウンロードされる音を使用することにより、
音又は音景を生成することができる。
【００４３】
　特に、音生成手段１４は、以下のように、音景の生成のため受け取られた前記信制御信
号を処理することができる：ライトブルー色は海の音を生成し、緑色は森林の音を生成し
、オレンジ色は暖炉の音を生成し、白色は天国の音を生成し、日光の雰囲気は鳥の鳴声又
はクラシックのような穏やかな曲を生成し、日の出の雰囲気は海辺の音楽を生成し、日没
の雰囲気はコオロギの鳴声を生成する等である。
【００４４】
　音景の代わりに、音生成手段１４は、色関連の音楽を読み込んでも良い。例えば、音生
成手段１４は、色の名前が目立って存在する曲のテキストを（例えば、イエローサブマリ
ン、レディ・イン・レッド等）を有する曲を検索することもできる。
【００４５】
　更に、音生成手段１４は、雰囲気分析手段１２から受け取られる前記音制御信号に含ま
れるデータに合う、色（範囲）に関するタグを含んでいる、音楽を検索することができる
。
【００４６】
　前記音生成手段は、音データベースを備えるハードディスク１６にアクセスする、及び
音に関するネットワークデータベース又はウェブサービスから音をダウンロードするため
に又はウェブサイト若しくはオンデマンドにおけるウェブサービスから若しくはネットワ
ーク３２（例えばインターネット）内のストリーミングメディアサーバからの適切な景色
のストリーミングのためにネットワークインターフェース３０によってネットワーク３２
にアクセスする。
【００４７】
　一組の音景は、各色に関して又は特定の色範囲に関して、システム１０内で利用可能（
予め記憶されている）であっても良い。
【００４８】
　更に、特に、システム１０（特に、書き換え可能なメモリ４２）内に好きな音景を局所
的に記憶するのは、有益であり得る。このメモリ４２は、ユーザが、ＭＰ３プレーヤ又は
メモリスティックのような、データ記憶装置から好きな音を読み込むのを可能にするよう
に、外部的にアクセス可能なものであっても良い。照明システム２０又は色照明製品２８
が、ユーザが特定の色を含んでいる好きな設定を記憶することを可能にする場合、システ
ム１０は、例えば、これらの色の設定に対応するネットワーク３２上の音景をダウンロー
ドし、これらをシステム１０の内部メモリ４２内に記憶するのを可能にすることもでき、
このような設定が選択された如何なる場合においても、このような音景の即時の利用可能
性を可能にする。
【００４９】
　音生成手段１４は、デジタル及び／又はアナログ音信号として、音信号を出力する。
【００５０】
　図２は、照明雰囲気に関連付けられている音を自動的に生成する方法のフローチャート
の実施例を示している。ステップＳ１０において、照明雰囲気が受け取られ、受け取られ
た前記照明雰囲気は優勢な色に関して分析される。次いで、この分析に基づいて、音制御
信号が、ステップＳ１２において出力される。ステップＳ１４において、前記音制御信号
が受け取られ、処理される。この処理に基づいて、音は、ステップＳ１６において生成さ
れ、ステップＳ１８の音信号として出力される。この方法は、コンピュータプログラムと
して実施化されることができ、前記コンピュータプログラムは、例えば、ＰＣ（パーソナ
ルコンピュータ）によって実行されることができ、このＰＣは、照明システムに接続され
ていても良い。前記音は、前記ＰＣのスピーカによって又はスピーカを備える別個の音声
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システムによって再生されることができる。上述で説明された方法は、特に、動的な照明
雰囲気を有する場合、（１つの開始／停止シーケンスの代わりに）連続的なループにおい
ても実行されることができる。このことは、生成される音を自動的な更新を有するのに便
利である。
【００５１】
　本願明細書に記載されている発明は、照明システムに対して、このようなシステムが、
音の生成を制御することも可能にするために、適用されることができ、前記音の生成は、
生成される照明雰囲気に関連付けられており、従って、前記照明のみを制御することによ
る場合よりも、環境における雰囲気に更に強く影響を与える。本発明は、照明システム（
例えば、本出願人のＬｉｖｉｎｇＣｏｌｏｒｓ（登録商標）ランプ）又は音声システムに
おいて実施されるのに適している。
【００５２】
　少なくとも、本発明の機能の一部は、ハードウェア又はソフトウェアによって実施され
ることができる。ソフトウェアにおける実施化の場合、単一の又は複数の標準的なマイク
ロプロセッサ又はマイクロコントローラが、本発明を実施化する単一の又は複数のアルゴ
リズムを処理するのに使用されることができる。
【００５３】
　「有する」なる語は、他の要素又はステップを排除するのもではなく、単数形の構成要
素は、複数のこのような構成要素を排除するものではないことに留意されたい。更に、添
付請求項の如何なる符号も、本発明の範囲を制限するものとして解釈されてはならない。

【図１】 【図２】
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